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（注釈）数値は四捨五入しているため、各項目の数値を合算した値は合計項目の数値と異なる場合がある。 
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日本のマテリアルバランス ２００９　０５ ０４　日本のマテリアルバランス ２００９ 

　日本のマテリアルバランス2009は、資源の有効利用と3R（リデュース、リユース、リサイクル）の推進のための基礎データ

として、我が国の「資源投入」「財生産」「財消費」「リサイクル・中間処理」「最終処分」までの一連の物質フローを一般

公開されているさまざまな統計データを使用して算出したものです。各データの出典は、最終ページの「日本のマテリアル

バランス2009  詳細と出典、定義等」をご参照下さい。 

　これら物質フローを算出するために使用した各統計は、それぞれの目的、定義に従って集計されたものなので、これらを

統合して物質フローを算出する際にはデータの欠落やくいちがいが生じますが、全体像を把握することのほうがより重要と

考え、前提条件を想定してこれらを補い数量を算出しています。 

　なお、2012年3月現在、日本の廃棄物の排出・処理等に関する統計（環境省公表）は2009年度データが最新なので、これに

合わせて本マテリアルバランスの算出においては、2009年度または2009年の統計データを使用しています。また、数値は四捨

五入しているため、各項目の数値を合算した値は合計項目の数値と異なる場合があります。 

　日本のマテリアルバランス2009を概観すると、わが国では一年間に 14.6 億t の資源を投入して 8.5 億t の財を生産しています。

また、この財生産のために 4.1 億t のエネルギーを消費し、0.6 億t の有価副産物と 3.9 億t の産業廃棄物を排出しています。 

　これら有価副産物や産業廃棄物などのうち 2.3 億t は再生資源として循環利用され、0.9 億t は堆肥等として土壌に還元されてい

ます。また、再生資源のうち 0.3 億t は輸出されています。 

　生産された 8.5 億t の財の一部 1.6 億t は輸出されていますが、残り 6.9 億t は国内に出荷され、これに輸入製品 0.5 億t を加えた

7.4 億t が財消費されます。この結果、7.4 億t の一部は費消しますが、6.2 億t は道路、橋、建築物、生産設備、耐久消費財などと

して国内に蓄積されます。これらは何年か後にはやがて廃棄物や有価な使用済物品等になります。 

　以上のような資源投入、財生産、消費、リサイクル等の一連のマテリアルフローの結果、どうしても有効利用できない廃棄物 

0.2 億t が最終処分（埋立等）されます。 

日本のマテリアルバランス2009に含まれていない主要な物質フロー 

・建設発生土：約1.4 億m3／年度（出典：国土交通省「平成20年度建設副産物実態調査結果」） 

・農作物非食用部：約 1,400 万t／年（出典：「バイオマス活用推進基本計画（平成22年12月）」） 

・林地残材：約 800 万t ／年（出典：同上） 

・廃棄物に含まれる水分以外の用水量 

注 釈 

1 資 源 投 入  

　2009年＊は、前年9月のリーマンショックの影響を受けて生産

活動が大幅に縮小しました。この結果、資源投入量も減少しま

した。内訳をみると輸入資源は約15％、国内資源は約12％、国

内再生資源は約13％、平均で約13％前年に比較して減少してい

ます。 

　なお、わが国の2009年＊の資源投入量は、輸入資源が 6.5 億t

（45％）、国内資源が 6.0 億t（41％）、国内再生資源が 2.1 億t

（14％）、合計 14.6 億t です。 

注 釈 

＊：年度データを含む。 

　ここ数年間の輸入資源量はやや増加傾向であるもののほぼ

横ばいでしたが、2009年は大きく減少しました。わが国は、

エネルギーや化学工業等の原材料となる石油、石炭、天然

ガス・石油ガスのほぼすべてを海外に依存しており、2009年

の輸入量は石油 2.1 億t、石炭 1.6 億t、天然ガス・石油ガス

0.8 億t です。また、金属鉱物もほぼすべてを海外に依存

しており、輸入量は鉄鉱石 1.1 億t、非鉄金属鉱 0.1 億t です。

食料も 0.4 億t 輸入しています（cf.国内食料：0.5 億t） 。（♯１） 

 

　なお、各輸入資源の国別内訳は、11頁をご参照下さい。 

（１）輸入資源 

輸入資源の内訳（２００９年） ♯１ 

資源投入量の推移 
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９１,７９６ 

６５,７７８ 

４,２３７ 

４８２ 

１６２,２９３ 
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原料炭 

無煙炭 
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合計 
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再生資源 
３,３２６（０.５%） 

動植物性油脂 
１,１１１（０.２%） 

生きた動物 
５（０.００１%） 

天然ガス・石油ガス 
７６,８０１（１１.８%） 

 

非金属鉱物 
１６,０９７ 
（２.５%） 

製紙用 
木材チップ 
１０,４７８ 
（１.６%） 

繊維原料 
１６７（０.０３%） 

（単位：千ｔ） 

合計 
６５２,５６２ 

鉄鉱石 
１０５,４７１ 
（１６.２%） 

食料 
４３,４０９（６.７%） 

その他 
５８,５０５ 
（９.０%） 

石油 
２０６,０８３ 
（３１.６%） 

石炭 
１６２,２９３ 
（２４.９%） 

その他原料品 
１５,３２０ 
（２.３%） 非鉄金属鉱 

１２,００１ 
（１.８%） 

概　要 

その他原料品の内訳 数量（千ｔ） 

木材及びコルク 

採油用の種・ナット及び核 

パルプ 

生ゴム 

その他の動植物性原材料 

原皮及び毛皮（未仕上） 

合計 

６,３６８ 

５,７４５ 

１,６８６ 

７４９ 

７４４ 

２９ 

１５,３２０ 

数値は四捨五入しているため、各項目の数値を合算した値は合計項目の数値と異なる

場合がある。 

注 釈 



日本のマテリアルバランス ２００９　０７ ０６　日本のマテリアルバランス ２００９ 

国内資源の内訳（２００９年／年度） ♯２ 

　ここ数年間、岩石と砂利の使用量が減少していることに

より国内資源投入量は減少傾向でしたが、2009年＊1は更

に大きく減少しました。国内資源の主体は岩石（2.4 億t）、

砂利（1.5 億t）、石灰石（1.3 億t）です。岩石や砂利の主要

用途は、道路や建物に使用される骨材＊2です。また、石灰石

は道路や建物に使用されるセメント原料や製鉄用資材に使用

されます。我が国では土木建築用の非金属鉱物資源はほぼ国

内で賄っています。（♯２） 

（2）国内資源 国内資源量の推移 ♯２ 

注 釈 

＊1：年度データを含む。 

＊2：コンクリートや道路などに使用される砕石、砂利、砂。 

　国内に原材料として投入される再生資源は、製品の製造、エネルギーの供給の際に副次的に発生する有価副産物 0.5 億t、産業廃

棄物から再資源化された再生資源 1.2 億t、財消費の結果発生した有価使用済物品 0.5 億t、一般廃棄物から再資源化された再生資源 

0.1 億t、合計 2.3 億t から輸出 0.3 億t を差し引いた 2.1 億t です。（♯３） 

（3）再生資源（国内循環） 

注 釈 

詳細内容は「4．リサイクル・中間処理」参照。 

（年/年度） 

０ 

１００ 

２００ 

３００ 

４００ 

５００ 

６００ 

７００ 

８００ 

９００ 

１,０００ 

１,１００ 

１,２００ 

２００９ ２００８ ２００７ ２００６ ２００５ ２００４ ２００３ ２００２ ２００１ ２０００ 

岩石＋砂利 

石灰石 

食料 

その他 

国
内
資
源
量
（
百
万
ｔ
） 

金属鉱物 
３２６（０.２％） 

工業用原料 
２,６３３（０.４％） 

木材 
９,９７１（１.７％） 

燃料資源 
４,７５２（３.１％） 

合計 
６０３,７１８ 

砂利 
１４６,８７９ 
（２４.３％） 

燃料・鉱物 
１５２,７５３ 
（２５.３％） 

食料 
５２,６０１ 
（８.７％） 

岩石 
２４１,５１４ 
（４０.０％） 

石材 
５３,９５４ 
（８.９％） 

砕骨材 
（道路用、コンクリート用等） 

１８４,９２７（３０.６％） 

非金属鉱物 
１４７,６７５ 
（９６．７％） 

（単位：千ｔ） 

（単位：千ｔ） 
燃料・鉱物の内訳（２００９年／年度） 

原油 
７９２（１６.７％） 

石炭・亜炭 
１,２８１（２７.０％） 

天然ガス 
２,６７９（５６.４％） 

鉛鉱 
０（０.０％） 

亜鉛鉱  
０＊2（０.０％） 

金鉱 
３２６（１００.０％） 

燃料資源 非金属鉱物 金属鉱物 

その他 
（長石、カオリン、滑石） 
１５８＊1（０.１％） 

けい砂 
２,８５６（１.９％） 

ドロマイト 
３,１２２（２.１％） 

けい石 
９,１８９（６.２％） 

石灰石 
１３２,３５０ 
（８９.６％） 

＊1：2005年調査（現在のところ最新の公開統計データ）。 
＊2：数量非公開のため0と記載。 

参 考 重量でみた日本の輸入・輸出バランス 

注 釈 

 数値は四捨五入しているため、各項目の数値を合算した値は合計項目の数値と異なる場合がある。 

日本 

（ 輸 入 ） 
計：６９９百万ｔ 

１９ 

１４ 

６ 

１ 

１ 

６ 

２０６ 

１６２ 

７７ 

１０５ 

５９ 

４３ 

製 品 
（４７） 

＊1：鉄鋼、非金属鉱物製品、木製品など 

原料別製品＊1 

化学製品 

一般機械・電気機器 

輸送用機器 

飲料・たばこ 

その他製品 

石油 

石炭 

天然ガス・石油ガス 

鉄鉱石 

その他 

食料 

（ 輸 出 ） 
計：１５５百万ｔ 

３４ 

１１ 

５ 

２５ 

１７ 

１９ 

８ 

２ 

２６ 

６ 

１ 

製 品 
（１２３） 

資 源 
（３２） 

＊2：非鉄金属、紙類、ゴム製品など 

鉄鋼 

セメント 

その他原料別製品＊2 

化学製品 

輸送用機器 

鉱物性燃料（石油製品など） 

一般機械・電気機器 

その他製品 

再生資源 

原材料（再生資源を除く） 

食料 

注 釈 

＊：土木・建築物の解体工事や生産設備の廃棄などに伴い

発生する産業廃棄物を含む。 

2 財 生 産  

　生産物は 8.5 億t です。このうち輸出 1.5 億t を差し引い

た 6.9 億t が国内に出荷されます。なお、ここでは資源投

入量からエネルギー消費量、産業廃棄物の排出量（固形分）

及び有価副産物を差し引いた数量を生産物としています。　

　この財生産の際に使用されるエネルギーの消費量は 4.1 億t 

です。エネルギーの消費量は、エネルギー資源投入量 4.5 億t 

から化学原料などに使用される非エネルギー用途への使用量 

0.4 億t を差し引いた数量です。財生産に伴い排出される産業

廃棄物は 3.9 億t（水分含む）＊です。また、財生産の際に副

次的に得られる有価副産物は 0.5 億t です。なお、ここで

はスラグ、黒液、回収硫黄、回収硫酸および回収石こうの

合計量を有価副産物としています。 

産業廃棄物の排出量の推移 ♯７ 

再生利用量（再資源化＋土壌還元） 減量化量 最終処分量 

０ 

５０ 

１００ 

１５０ 

２００ 

２５０ 

３００ 

３５０ 

４００ 

４５０ 

１９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００３ ２００４ ２００５ ２００６ ２００７ ２００８ ２００９ 
（年度） 

５８ 

１７９ 

１７２ 

５０ 

１７９ 

１７１ 

４５ 

１７７ 

１８４ 

４２ 

１７５ 

１８３ 

４０ 

１７２ 

１８２ 

３０ 

１８０ 

２０１ 

２６ 

１７７ 

２１４ 

２４ 

１７９ 

２１９ 

２２ 

１８２ 

２１５ 

２０ 

１８０ 

２１９ 

１７ 

１７０ 

２１７ 

１４ １４ 

１６９ 

２０７ 

産
業
廃
棄
物
の
排
出
量
（
百
万
ｔ
） 

3 財 消 費  

　国内に出荷された生産物 6.9 億t に輸入製品 0.5 億t を加

えた合計 7.4 億t が国内で消費されます。この結果、一般

家庭などからごみが 0.5 億t、し尿が 0.2 億t 排出されます

が、残りの 6.2 億t は国内に蓄積されます。　 

　なお、産業界からは生産設備などの廃棄に伴い産業廃棄

物が発生しますが、財生産に伴い副次的に発生する産業廃

棄物と分離してその数量を算出することは困難なのでここ

ではその分を算出していません（♯７に含まれている）。 

ごみ総排出量の推移 ♯１３ 

４,０００ 

４,５００ 

５,０００ 

５,５００ 

１９９７ １９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００３ ２００４ ２００５ ２００６ ２００７ ２００８ ２００９ 

（年度） 

５,３１０ ５,３６１ ５,３７０ 
５,４８３ ５,４６８ ５,４２０ ５,４２７ ５,３３８ ５,２７２ ５,２０２ ５,０８２ 

４,８１１ 
４,６２５ 

ごみ総排出量（万ｔ） 

（出典：環境省「日本の廃棄物処理　平成21年度版（平成23年度3月）」） 

ご
み
総
排
出
量
（
万
ｔ
） 

資 源 
（６５３） 

（出典：環境省「産業廃棄物の排出及び処理状況等（平成21年度実績）」に加筆） 



黒液 
１１,５２６（２１.０％） 
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　自動車リサイクル法対象の使用済自動車など販売店等が引き取りしている下表掲載の物品は、環境省の公表している産業廃棄物

排出量及び一般廃棄物排出量の外数と考えられます。しかし、本マテリアルフローにおいては、各物品の構成素材である鉄、非鉄

金属類の多くが、「有価使用済物品」の中の鉄スクラップ、非鉄金属スクラップの一部としてカウントされていると推察されます。 

参 考 リサイクル法・自主回収対象物品の取り扱いについて 

再生資源量の推移（輸出を含む） ♯１５ 

再生資源の内訳（２００９年／年度） ♯１５ 

【再生資源の輸出状況】 

　2009年の再生資源の輸出量は、前年度に比較して大幅に

増加しました。これは鉄鋼のくず、古紙の輸出量が増加した

ことに起因しています。前年9月のリーマンショックの影響

を受けて2009年の鉄鋼、紙の国内生産活動が縮小したことに

起因すると考えられます。再生資源の輸出量は、中長期的に

みても増加傾向です。（♯１８） 

4 リサイクル・中間処理  

　2009年／年度は、前年9月のリーマンショックの影響を受

けて生産活動が大幅に縮小しました。これに伴い、産業廃棄

物や使用済物品の発生量も減少し、また、再資源化量も減少

しました。有価副産物、有価使用済物品、産業廃棄物の再資

源化量および一般廃棄物（ごみ）の再資源化量を合計すると

2009年／年度の国内生成量は 2.3 億t です。（♯１５） 

① 有価副産物（♯６） 
　投入資源から財を生産する際に副次的に発生する副産物の

うち有価物は、前述のように、スラグ（有価物）、黒液、回収

硫黄、回収硫酸、回収石こうを想定し、合計 0.5 億t です。 

② 有価使用済物品（♯１４） 
　古紙、鉄スクラップ、非鉄金属スクラップを想定し、合計

0.5 億t です。 

③ 産業廃棄物の再資源化量（♯１６） 
　環境省の発表している産業廃棄物の再生利用量から動物の

ふん尿、下水汚泥および動植物残渣から肥料等に再生される量

（土壌還元）を差し引いた 1.2 億t です。 

④ 一般廃棄物（ごみ）の再資源化量（♯１７） 
　環境省の発表している一般廃棄物の総資源化量 0.1 億t 。 

（1）再生資源 

　環境省によると廃棄物の焼却、脱水など中間処理により減少した重量は、一般廃棄物（ごみ）が 0.3 億t、産業廃棄物が 1.7 億t、

合計 2.0 億t です。（♯２０） 

（2）中間処理減量 

再
生
資
源
量
（
百
万
ｔ
） 

２００９ ２００８ ２００７ ２００６ ２００５ ２００４ ２００３ ２００２ ２００１ ２０００ 

０ 

５０ 

１００ 

１５０ 

２００ 

２５０ 

３００ 

３５０ 

一般廃棄物（ごみ）由来 

産業廃棄物由来 

有価使用済物品 

有価副産物 

（年/年度） 

再生資源の輸出量の推移 ♯１８ 

再生資源の輸入量の内訳（２００９年） cf.再生資源の輸出量の内訳（２００９年） ♯１８ 

回収石こう ４,０３８（７.４％） 回収硫酸 ５,５７１（１０.２％） 

スラグ＊2 
３１,８３６（５８.１％） 

回収硫黄 １,８３８（３.４％） 

♯１７ 一般廃棄物（ごみ）の再資源化量 
９,５０２（４.１％） 

♯１４ 有価使用済物品 
４６,０４０ 
（１９.９％） 

♯６ 有価副産物 
５４,８０９ 
（２３．７％） 

合計 
２３１,４３６ 

♯１６  産業廃棄物の 
再資源化量 
１２１,０８５ 
（５２.３%） 

ばいじん＊1 
１２,１０１（１０.０%） 

鉱さい 
１２,６９８（１０.５%） 

金属くず 
７,５１７（６.２%） 

木くず 
４,８４６（４.０%） 

その他 
１２,０４７（９.９%） 

合計 
１２１,０８５ 

がれき類 
５６,５６４ 
（４６.７%） 

汚泥 
１５,３１２（１２.６%） 

＊1：輸出（石炭灰  ７８４ 千ｔ）を含む。 
＊2：輸出（鉄鋼スラグ ６,９９２ 千ｔ）を含む。 

古紙国内循環 
１１,０５５ 
（２４.０％） 

非鉄金属スクラップ国内循環 
１,３８３（３.０％） 

合計 
４６,０４０ 

輸出 
１７,７６５ 
（３８.６％） 

鉄スクラップ 
国内循環 
１５,８３７（３４.４％） 

（単位：千ｔ） 

（単位：千ｔ） 

合計 
５４,８０９ 

再
生
資
源
の
輸
出
量
（
百
万
ｔ
） 

０ 

５ 

１０ 

１５ 

２０ 

２５ 

３０ 

２００９ ２００８ ２００７ ２００６ ２００５ ２００４ ２００３ ２００２ ２００１ ２０００ 
（年） 

プラスチックのくず 

非鉄金属のくず等 

その他スラグ・灰 

中古衣料等 

廃タイヤ 
石炭灰 
（廃棄物） 

古紙 

鉄鋼スラグ 

鉄鋼のくず 

土壌還元（堆肥化等）の内訳（２００９年度） ♯１９ 

5 最 終 処 分 等  

　以下のものが2009年度に堆肥等として土壌還元利用されて

いると考えると合計量は 0.9 億t です。（♯１９） 

　環境省によると産業廃棄物のうち動物のふん尿は排出量の

96％が再生利用されており、農林水産省によるとそのほとん

どがたい肥化・液肥化等です。 

　（財）日本下水道協会によると全国の下水処理場の水処理

施設で発生した汚泥のうち14％（乾燥重量ベース）が農緑地

利用されています。 

　農林水産省によると食品廃棄物等の再生利用のうち37％が

肥料向けです。 

（1）土壌還元 

注 釈 

農産物非食用部、林地残材は考慮せず。 

下水汚泥の 
再生利用のうち 
農緑地利用量 
３１５（０.４%） 

食品廃棄物等の肥料化量 
４,５５５（５.１%） 

動物のふん尿の再生利用量 
８４,６３６ 
（９４.６%） 

合計 
８９,５０６ 

（単位：千ｔ） （単位：千ｔ） 

廃電池・蓄電池 ５０（０.２％） 

非鉄金属のくず 
５１７（２.０％） 

石炭灰（廃棄物） ７８４（３.１％） 

廃タイヤ １４９（０.６％） 

中古衣料等 １８７（０.７％） 

プラスチックのくず 
１,４８８（５.８％） 

鉄鋼のくず 
９,３８５ 

（３６.７％） 
合計 
２５,５４１ 

鉄鋼スラグ 
６,９９２ 

（２７.４％） 

古紙 
４,９１４ 

（１９.２％） 

その他スラグ・灰 
８２４（３.２％） 

非鉄金属スラグ・灰 
２５１（１.０％） 

ゴムくず・中古タイヤ ４９（１.５%） 

その他スラグ・灰 
５２（１.６%） 

非鉄金属スラグ・灰 
（貴金属を含む） 

３１ （０.９%） 

鉄鋼くず １９４（５.８%） 
銅くず ９７（２.９%） 

アルミニウムくず ５６（１.７%） 

その他非鉄金属くず ９（０.３%） 

貴金属くず ２８（０.８%） 
一次電池又は蓄電池のくず 
（使用済みを含む） ２（０.１%） 

プラスチックのくず 
４（０.１%） 

植物性油かす 
２,１３３ 

（６４.１％） 

合計 
３,３２６ 

鉄鋼スラグ 
５９８ 

（１８.０％） 

古紙・古紙パルプ ４５（１.４%） 

繊維くず・中古衣類・ぼろ 
２８（０.８%） 

産業廃棄物・一般廃棄物の排出量（公表値）の外数と考えられる使用済物品 

＊：廃自動車タイヤの総発生量（2009年） 

使用済家電製品（４品目） 

使用済パソコン（自主回収分） 

使用済小形二次電池（自主回収分） 

使用済携帯電話（自主回収分） 

廃自動車タイヤ（販売店引取一廃分） 

物　　品 関係法令等 排出量（２００９年度） 

３,９１７千台（約４,７００千ｔ） 
ASR ６４９千ｔ（上記の内数)

６４４千ｔ 

７千ｔ 

３千ｔ 

１千ｔ 

９５０千ｔ＊の一部 

家電リサイクル法 

資源有効利用促進法 

資源有効利用促進法 

自主回収 

自主回収 

使用済自動車 自動車リサイクル法 
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輸入資源の国別内訳 

国 名 

サウジアラビア 
アラブ首長国連邦 
カタール 
イラン 
クウェート 
その他 
合計 

原油及び粗油 
■ 石油 

６７,９０５,４７６ 
４５,４４８,８９７ 
２５,３７８,２９４ 
２３,８５５,８４２ 
１８,１８７,６１０ 
３２,２２３,６１８ 
２１２,９９９,７３７ 

３２% 
２１% 
１２% 
１１% 
９% 
１５% 
１００%

３２% 
５３% 
６５% 
７６% 
８５% 
１００%

数量（kl） 構成比 累積 構成比 

国 名 

オーストラリア 
インドネシア 
ロシア 
中華人民共和国 
カナダ 
その他 
合計 

一般炭 

６３,４６６,１７６ 
１４,９８６,１５７ 
６,１０３,０１０ 
４,１７７,２４９ 
２,４６８,２１７ 
５９５,１１２ 

９１,７９５,９２１ 

６９% 
１６% 
７% 
５% 
３% 
１% 

１００%

６９% 
８５% 
９２% 
９７% 
９９% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 国 名 

オーストラリア 
インドネシア 
カナダ 
ロシア 
中華人民共和国 
その他 
合計 

原料炭 

３８,５５０,８３３ 
１６,３３４,１２１ 
６,７２７,５８８ 
２,１４０,３４５ 
７５８,２９５ 
１,２６６,４９３ 
６５,７７７,６７５ 

５９% 
２５% 
１０% 
３% 
１% 
２% 

１００%

５９% 
８３% 
９４% 
９７% 
９８% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 国 名 

ベトナム 
中華人民共和国 
オーストラリア 
ロシア 
カナダ 
その他 
合計 

無煙炭 

１,３４６,９０９ 
１,２９４,６６７ 
８９４,０３３ 
６６３,７６２ 
３６,５６０ 
１,２７０ 

４,２３７,２０１ 

３２% 
３１% 
２１% 
１６% 
１% 
０% 

１００%

３２% 
６２% 
８３% 
９９% 
１００% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 国 名 

オーストラリア 
インドネシア 
カナダ 
ロシア 
中華人民共和国 
その他 
合計 

石炭合計 
■ 石炭 

１０２,９９６,８１９ 
３１,３２０,５８１ 
９,２７５,７４９ 
８,９６６,３１１ 
６,４５２,１８７ 
３,２８１,４４５ 

１６２,２９３,０９２ 

６３% 
１９% 
６% 
６% 
４% 
２% 

１００%

６３% 
８３% 
８８% 
９４% 
９８% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 

国 名 

インドネシア 
マレーシア 
オーストラリア 
カタール 
ブルネイ 
その他 
合計 

液化天然ガス 

１２,９７２,８８６ 
１２,６２２,３６９ 
１１,９３３,３２１ 
７,７３４,０９５ 
６,０９８,３７７ 
１３,１９１,３００ 
６４,５５２,３４８ 

２０% 
２０% 
１８% 
１２% 
９% 
２０% 
１００%

２０% 
４０% 
５８% 
７０% 
８０% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 国 名 

サウジアラビア 
カタール 
アラブ首長国連邦 
クウェート 
オーストラリア 
その他 
合計 

液化石油ガス 

３,０１８,０８４ 
２,７２１,７５９ 
２,５７７,０７７ 
１,５２４,０７６ 
１,２８０,７９０ 
１,１２６,５７８ 
１２,２４８,３６４ 

２５% 
２２% 
２１% 
１２% 
１０% 
９% 

１００%

２５% 
４７% 
６８% 
８０% 
９１% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 国 名 

オーストラリア 
ブラジル 
インド 
南アフリカ共和国 
チリ 
その他 
合計 

６４,５４１,０６４ 
２８,７０６,２２５ 
５,１１０,８５２ 
４,２３９,８０２ 
８０１,３２８ 
２,０７１,５８６ 

１０５,４７０,８５７ 

６１% 
２７% 
５% 
４% 
１% 
２% 

１００%

６１% 
８８% 
９３% 
９７% 
９８% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 国 名 

オーストラリア 
インドネシア 
マレーシア 
カタール 
アラブ首長国連邦 
その他 
合計 

天然ガス・石油ガス合計 
■ 天然ガス・石油ガス 

１３,２１４,１１１ 
１２,９７３,５６３ 
１２,７４２,８３３ 
１０,４５５,８５４ 
７,７１４,８７９ 
１９,６９９,４７４ 
７６,８００,７１４ 

１７% 
１７% 
１７% 
１４% 
１０% 
２６% 
１００%

１７% 
３４% 
５１% 
６４% 
７４% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 

国 名 

中華人民共和国 
タイ 
フィリピン 
大韓民国 
ノルウェー 
その他 
合計 

ドロマイト 

１,１８３,５９９ 
５８９,６９７ 
４９４,９７４ 
７８,６９９ 
６６３ 
１,４１３ 

２,３４９,０４５ 

５０% 
２５% 
２１% 
３% 
０% 
０% 

１００%

５０% 
７５% 
９７% 
１００% 
１００% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 国 名 

タイ 
オーストラリア 
メキシコ 
モロッコ 
中華人民共和国 
その他 
合計 

１,０３１,６５９ 
４７１,０６１ 
１２９,５７４ 
２,５４０ 
９９６ 
７４９ 

１,６３６,５７９ 

６３% 
２９% 
８% 
０% 
０% 
０% 

１００%

６３% 
９２% 
１００% 
１００% 
１００% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 

天然石膏 

国 名 

オーストラリア 
ベトナム 
台湾 
マレーシア 
中華人民共和国 
その他 
合計 

８２０,５９６ 
２２０,１６８ 
５２,１４０ 
５１,３４０ 
５,５２８ 
８,５６５ 

１,１５８,３３７ 

７１% 
１９% 
５% 
４% 
０% 
１% 

１００%

７１% 
９０% 
９４% 
９９% 
９９% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 

けい砂 

国 名 

メキシコ 
オーストラリア 
インド 
中華人民共和国 
オランダ 
その他 
合計 

塩 
■ 非金属鉱物 

３,５５３,７１６ 
２,９６５,０４７ 
７７７,１５６ 
２３６,７３２ 
２,５５１ 
９,７３７ 

７,５４４,９３９ 

４７% 
３９% 
１０% 
３% 
０% 
０% 

１００%

４７% 
８６% 
９７% 
１００% 
１００% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 

国 名 

ヨルダン 
中華人民共和国 
ロシア 
モロッコ 
南アフリカ共和国 
その他 
合計 

りん鉱石 

１３０,５１０ 
１１２,７６１ 
８１,６７７ 
７２,０００ 
５０,０９３ 
３２,０９０ 
４７９,１３１ 

２７% 
２４% 
１７% 
１５% 
１０% 
７% 

１００%

２７% 
５１% 
６８% 
８３% 
９３% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 国 名 

アメリカ合衆国 
ブラジル 
中華人民共和国 
英国 
大韓民国 
その他 
合計 

カオリン 

４１７,９８０ 
１３８,１３１ 
５９,４００ 
１１,３１８ 
５,５０６ 
１６,７４０ 
６４９,０７５ 

６４% 
２１% 
９% 
２% 
１% 
３% 

１００%

６４% 
８６% 
９５% 
９７% 
９７% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 

国 名 

インドネシア 
フィリピン 
ニューカレドニア（仏） 
 
 
 
合計 

ニッケル鉱 

２,１４０,０３８ 
８８５,５３４ 
５６０,８１５ 

 
 
 

３,５８６,３８７ 

６０% 
２５% 
１６% 

 
 
 

１００%

６０% 
８４% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 国 名 

オーストラリア 
インドネシア 
マレーシア 
インド 
中華人民共和国 
その他 
合計 

６８２,７３４ 
２１６,７５５ 
１２４,４３４ 
１１４,３０４ 
２６,２６１ 
１０,８１２ 

１,１７５,３００ 

５８% 
１８% 
１１% 
１０% 
２% 
１% 

１００%

５８% 
７７% 
８７% 
９７% 
９９% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 

アルミニウム鉱 

国 名 

南アフリカ共和国 
オーストラリア 
ガボン 
インド 
ブラジル 
その他 
合計 

４７２,９８７ 
３２７,６９８ 
６７,３４４ 
２４,９００ 
５,６９６ 
１,８６７ 

９００,４９２ 

５３% 
３６% 
７% 
３% 
１% 
０% 

１００%

５３% 
８９% 
９６% 
９９% 
１００% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 

マンガン鉱 

国 名 

チリ 
インドネシア 
ペルー 
オーストラリア 
カナダ 
その他 
合計 

銅鉱 
■ 非鉄金属鉱 

１,７２４,３５６ 
９８３,６７８ 
７７４,０４９ 
４１１,５５０ 
３１９,８２１ 
５６２,２３３ 
４,７７５,６８７ 

３６% 
２１% 
１６% 
９% 
７% 
１２% 
１００%

３６% 
５７% 
７３% 
８２% 
８８% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 

国 名 

インド 
オーストラリア 
モザンビーク 
ベトナム 
カナダ 
その他 
合計 

チタン鉱 

６６,１８２ 
５８,４８８ 
４０,２０２ 
３９,９２０ 
２４,４１０ 
１４,０１５ 
２４３,２１７ 

２７% 
２４% 
１７% 
１６% 
１０% 
６% 

１００%

２７% 
５１% 
６８% 
８４% 
９４% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 国 名 

オーストラリア 
アメリカ合衆国 
ボリビア 
ペルー 
 
 
合計 

７０,０１９ 
５６,４８３ 
２０,２６６ 
８,３３３ 

 
 

１５５,１０１ 

４５% 
３６% 
１３% 
５% 
 
 

１００%

４５% 
８２% 
９５% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 

鉛鉱 

国 名 

インド 
南アフリカ共和国 
フィリピン 
オマーン 
パキスタン 
その他 
合計 

６６,５４４ 
２５,８５３ 
２,８５０ 
２,４８０ 
１,２９０ 
１,３２３ 

１００,３４０ 

６６% 
２６% 
３% 
２% 
１% 
１% 

１００%

６６% 
９２% 
９５% 
９７% 
９９% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 

クロム鉱 

国 名 

オーストラリア 
ボリビア 
ペルー 
アメリカ合衆国 
メキシコ 
その他 
合計 

亜鉛鉱 

３０４,８５５ 
２０２,８５１ 
１９２,３４７ 
１２３,６９７ 
５０,８４１ 
１１,４８１ 
８８６,０７２ 

３４% 
２３% 
２２% 
１４% 
６% 
１% 

１００%

３４% 
５７% 
７９% 
９３% 
９９% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 

国 名 

オーストラリア 
チリ 
南アフリカ共和国 
ベトナム 
ブラジル 
その他 
合計 

３,７４５,８３４ 
２,２２８,８４７ 
１,４０３,９４０ 
８０９,２６５ 
５８０,８４４ 
１,７０９,０５５ 
１０,４７７,７８５ 

３６% 
２１% 
１３% 
８% 
６% 
１６% 
１００%

３６% 
５７% 
７０% 
７８% 
８４% 
１００%

数量（ｔ） 構成比 累積 構成比 

■製紙用木材チップ 

■ 鉄鉱石 

　環境省によると廃棄物が最終的に埋立処分等の最終処分さ

れた重量は、一般廃棄物（ごみ）が 0.1 億t、産業廃棄物が

0.1 億t、合計 0.2 億t です。 

　なお、最終処分量は産業廃棄物、一般廃棄物（ごみ）とも

に毎年減少し、合計ではここ10年間で約1/3に減少してい

ます。（♯２１） 

（2）最終処分 産業廃棄物の最終処分量（２００９年度） 

産業廃棄物の最終処分量の推移 一般廃棄物（ごみ）の最終処分量の推移 

ガラスくず、 
コンクリートくず 
及び陶磁器くず 
１,２４５（９%） 

廃プラスチック類 
１,２４６（９%）  

その他　４７７（４%） 燃え殻　４１９（３%） 

金属くず　２３５（２%） 

木くず　２５２（２%） 

 鉱さい 
９８８（７%） 

動物のふん尿　０（０%） 

合計 
１３,５９１ 

汚泥 
５,２０９ 
（３８%） 

がれき類 
１,７６８ 
 （１３%） 

 ばいじん 
１,７５２ 
（１３%） 

（単位：千ｔ） 
（出典：環境省「産業廃棄物の排出及び処理状況等（平成21年度実績）について」 
　　　　より作成） 

０ 

３,０００ 

６,０００ 

９,０００ 

１２,０００ 

１５,０００ 

１８,０００ 

２１,０００ 

２００８ ２００９ 
（年度） 

２００６ ２００７ ２００５ ２００４ ２００３ ２００２ ２００１ ２０００ １９９９ １９９８ １９９７ １９９６ １９９５ １９９４ １９９３ １９９２ １９９１ 

直接最終処分量 

焼却施設以外からの処理残渣 

焼却残渣 

最
終
処
分
量
（
千
ｔ
） ５,５３１ 

５,０７２ 

４,８６８ ５,１１２ ５,２９６ ５,６４５ ５,６８２ ５,７３３ ５,７６０ ５,９０９ ６,０３４ ６,０５５ ６,１２０ ６,０１３ ６,０２５ ６,０５５ 

１,４５１ 

８,０９３ 

１,４７７ １,５０８ 

９,０３０ 

１,５５９ 

９,９４９ 

１,７４９ 

１０,５１４ 

１,６９２ 

１０,８６９ 

１,７７０ １,７６５ １,８７９ １,８２５ 

１２,００８ 

１３,０９３ 
１３,６０２ 

１,８０７ １,８２１ １,９３７ １,８６６ 

４,３６３ 

１,２４５ 

６,８０９ 

１,２０１ 

４,５４８ 

１,３３６ 

７,３２８ 

１,４４４ ６,３４９ 
１,７７４ １,８６３ ２,２２７ 

２,７４６ ３,０８４ ３,４４４ ３,８２０ ４,３３４ 
５,１８０ ５,７２１ ６,２１４ ７,１２４ ７,３３４ 

８,４５８ 

１４,１４２ 
１４,９５９ １５,２９６ 

１６,３７９ 

４,０３７ 

１,１３５ 

１,１７７ 

８,４５２ ８,４５２ 

１１,３５０ １１,３５０ 

（出典：環境省「日本の廃棄物処理」より作成） 

３,８１１ 

８９８ 
８２１ 

３,５９５ 

７６０ 
７１７ 

５,５３１ 

（年度） 

０ 

５,０００ 

１０,０００ 

１５,０００ 

２０,０００ 

２５,０００ 

３０,０００ 

３５,０００ 

４０,０００ 

４５,０００ 

５０,０００ 

２００９ ２００８ ２００７ ２００６ ２００５ ２００４ ２００３ ２００２ ２００１ ２０００ 

その他 

汚泥 

がれき類 

鉱さい 

ばいじん 

ガラスくず、コンクリートくず 
及び陶磁器くず 

廃プラスチック類 

最
終
処
分
量
（
千
ｔ
） 

（出典：環境省「産業廃棄物の排出及び処理状況等について」 
　　　　より作成） 

参 考 日本のマテリアルバランス２００９に含まれない主要な物質フロー 

1. 建設発生土 
建設発生土の状況 （単位：万m3） 

（単位：億m3/年） 

調査年度 
工事間利用 

現場内利用 
再資源化施設 内陸受入地 

場外搬出量 

３,４２５ ７４４ ９,８９４ ７,２７３ ２００８ １４,０６３ 

（出典：国土交通省「平成20年度建設副産物実態調査結果」より作成） 

（出典：国土交通省水資源部「日本の水資源」） 

（出典：農林水産省「バイオマス活用推進基本計画」より作成） 

（出典：国土交通省水資源部「日本の水資源」） 

＊1：稲わら、麦わら、もみがら等 
＊2：立木を丸太にする際に発生する枝葉や梢端、森林外へ搬出されない間伐材等 
＊3：湿潤重量 
＊4：乾燥重量 
 

2. バイオマス 

種　類 
年間発生量 

（現在） 

利用率 

（現在） 

約３０% 
（すき込みを除く） 

約８５% 
（すき込みを含む） 

ほとんど未利用 

利用率目標 

（２０２０年） 

約４５%

約９０%

約３０%以上 約８００万トン＊4林地残材＊2

日本のマテリアルバランス2009に含まれない主要バイオマス 

3. 工場内循環スクラップ・くず等 

例）鉄スクラップの鉄鋼・銑鉄鋳物・可鍛鋳鉄工場発生量：11 百万t（2009年） 

（出典：経済産業省「平成21年　鉄鋼・非鉄金属・金属製品年報」より算出） 

　我が国の1976 年から2005 年までの30 年間の水資源賦存量＊の平均は、

約 4,100 億m3 です。一人当たり水資源賦存量を海外と比較すると、世界

平均である約 8,400 m3 ／人・年に対して、我が国は約 3,200 m3 ／人・

年と2分の1以下です。さらに、我が国は地形が急峻で河川の流路延長が

短く、降雨は梅雨期や台風期に集中するため、水資源賦存量のうちかな

りの部分が水資源として利用されないまま海に流出しています。 

＊：水資源として、理論上人間が最大限利用可能な量であって、降水量

から蒸発散量を引いたものに当該地域の面積を乗じて求めた値。 

4. 用水量（廃棄物に含まれる水以外） 日本の水資源賦存量と使用量 蒸発散 

２,３００ 

年間使用量 
８２４ 

農業用水 

（５１８） 

５４６ 

工業 
用水 
 

（８８） 

生活 
用水 
 

（１２２） 

（３５） 
（２９） 

（３３） 

１２３ １５５ 

河川水 
７２７ 

水資源 
賦存量 
４,１００ 

降水量 
６,４００ 

地下水 
９７ 

（３,２７６） 

約１,４００万トン＊3農作物非食用部＊1

単位面積あたりの蒸発散量は、 
全国平均で609mm/年となる。 



日本のマテリアルバランス ２００９　１３ １２　日本のマテリアルバランス ２００９ 

1 資 源 投 入  

　以下の合計を「資源投入」とする。 

　財務省貿易統計における輸入品目のうち以下の合計を

輸入資源とする。 

・概況品目「食料品及び動物」「食料に適さない原材料」

「鉱物性燃料」「動植物性油脂」 

・概況品目「化学製品」のうちプラスチックのくず 

・概況品目「原料別製品」のうち中古タイヤ及びウッド

チップ 

・概況品目「機械類及び輸送用機器」のうち一次電池又は

蓄電池のくず 

輸入資源 ♯１ 

　「採石法の対象品目」「砂利採取法の対象品目」「鉱業法

の対象品目」「木材（国内産）」「食料（国内産）」を「国内資

源」とする。 

　なお、「食料（国内産）」においては、「粗糖以外の砂糖」

「油脂類」「みそ」「醤油」は輸入食料から生産されるもの

と想定し除外した。 

国内資源 ♯２ 

　「#6有価副産物」「#14有価使用済物品」「#16産業廃棄

物の再資源化量」「#17一般廃棄物（ごみ）の再資源化量」

の合計から「#18輸出再生資源」を差し引いた数量を「#3

再生資源（国内循環）」とする。 

再生資源（国内循環） ♯３ 

2 財 生 産  

　「#1輸入資源」のうち「石炭」「石油」「天然ガス・石油

ガス」と「#2国内資源」のうち「燃料資源」との合計から

「非エネルギー利用量（原油換算）」を差し引いた数量を

「#4 エネルギー消費」とする。 

エネルギー消費 ♯４ 

　「1.資源投入」から「#4エネルギー消費」「#6有価副産

物」「#7産業廃棄物のうち固形分」を差し引いた数量。 

生産物 ♯５ 

5 最 終 処 分 等  

　産業廃棄物の再生利用のうち「動物のふん尿の再生利用

量」（環境省）、「下水汚泥の再生利用のうち農緑地利用量」

（（社）日本下水道協会）、「食品廃棄物等の肥料化量」（農水

省）の合計を「#19土壌還元（堆肥化等）」とする。 

土壌還元 ♯１９ 

6 水  

　産業廃棄物に含まれる水分（計算値）。 

 

 

以上 

土壌還元 ♯２２ 

　一般廃棄物（ごみ）最終処分量と産業廃棄物の最終処分

量（環境省公表値）との合計。 

有価副産物 ♯２１ 

　財務省貿易統計における鉄鋼のくず、非鉄金属のくず、

古紙、プラスチックのくず等及び環境省公表の石炭灰の輸

出量（但し、この量は財務省貿易統計に含まれているので

重複は排除している）の合計を輸出再生資源とする。詳細

は「日本のマテリアルバランス2009　詳細と出典、定義

等」を参照のこと。 

輸出再生資源 ♯１８ 

　一般廃棄物（ごみ）の減量化量と産業廃棄物の減量化量

（環境省公表値）との合計。 

中間処理減量 ♯２０ 

4 リサイクル・中間処理 

　「#6有価副産物」、「#14有価使用済物品」、「#16産業廃

棄物の再資源化量」および「#17一般廃棄物（ごみ）の再資

源化量」の合計。 

再生資源 ♯１５ 

　「古紙国内循環」「鉄スクラップ国内循環」「非鉄金属ス

クラップ国内循環」と「#18輸出再生資源（但し、鉄鋼スラ

グ、石炭灰を除く）」との合計。 

有価使用済物品 ♯１４ 

　再掲 

有価副産物 ♯６ 

　「産業廃棄物の再生利用量」から「動物のふん尿の再生

利用量」（環境省）、「下水汚泥の再生利用量のうち農緑地

利用量」（（社）日本下水道協会）、「動植物性残渣のうち肥

料への再生利用量」（環境省、農水省）を差し引いた数量。 

産業廃棄物の再資源化量 ♯１６ 

　環境省公表「一般廃棄物の総資源化量」。 

一般廃棄物（ごみ）の再資源化量 ♯１７ 

　「古紙消費量」から「古紙輸入量」「市町村等に

よる紙の資源化量」「産業廃棄物の紙くず再生

利用量」を差し引いた数量。 

イ. 古紙国内循環 

　「鉄スクラップ消費量」から「鉄スクラップ輸

入量」「市町村等による金属類の資源化量（アル

ミ缶を除く）」「産業廃棄物の金属くず再生利用

量」を差し引いた数量。 

ロ. 鉄スクラップ国内循環 

　「非鉄金属スクラップ消費量」から「非鉄金属

スクラップ輸入量」「市町村のアルミ缶再商品化

量」を差し引いた数量。 

ハ. 非鉄金属スクラップ国内循環 

　「スラグ」「黒液」「回収硫黄」「回収硫酸」「回収石こう」

を「有価副産物」とする。 

有価副産物 ♯６ 

3 財 消 費  

　財務省貿易統計において、「#1輸入資源」以外の輸入品

目の合計を輸入製品とする。 

輸入製品 ♯１０ 

　「#9国内出荷」に「#10輸入製品」を加えた数量。 

財消費 ♯１１ 

　「#11財消費」から「#13一般廃棄物」「#14有価使用済

物品」を差し引いた数量。 

国内蓄積 ♯１２ 

　環境省が公表している産業廃棄物の排出量。 

産業廃棄物 ♯７ 

　財務省貿易統計における全輸出品目の合計を輸出とする。 

輸　出 ♯８ 

　「#5生産物」から「#8輸出」を差し引いた数量。 

国内出荷 ♯９ 

　経済産業省が調査・推定した鉄鋼スラグ、非鉄

金属スラグ等の鉱さい発生量から環境省が発表

している産業廃棄物「鉱さい」を差し引いた

重量。 

イ. スラグ 

　経済産業省がホームページで公開している

「石油等消費動態統計」における「黒液」。 

ロ. 黒液 

ハ. 回収硫黄、回収硫酸、回収石こう 

　硫酸協会資料に準拠。但し、回収石こうの重量

は化学石こうの生産量から硫酸を使用して生産

された石こうの重量を差し引いて算出。 



再生利用量から「動物のふん尿の再生利用量」「下水汚

泥の再生利用のうち農緑地利用量」「動植物性残渣の

うち肥料へ再生利用されている量」を差し引いた数量 

再生利用量（補正前）の「汚泥」から「下水汚泥の再生 

利用のうち農緑地利用量」を差し引いた数値 

再生利用量（補正前）の「その他」から「動物のふん尿
の再生利用量」「動植物性残渣のうち肥料へ再生利用
されている量」を差し引いた数値 

環境省「一般廃棄物の排出及び処理状況等（H２１年度
実績）について」（Ｈ２４.２.２３現在） 

２３１,４３６ 

５４,８０９ 

４６,０４０ 

１２１,０８５ 

 

 
５６,５６４ 

１２,１０１ 

１５,３１２ 

 

１２,６９８ 

７,５１７ 

４,８４６ 

１２,０４７ 

 

２０６,７１２ 

 

 

 

 

 

 

再生利用量（補正前）に同じ 

再生利用量（補正前）に同じ 

 

 

再生利用量（補正前）に同じ 

再生利用量（補正前）に同じ 

再生利用量（補正前）に同じ 

 

 

 

#１５　再生資源    

#６有価副産物   

#１４有価使用済物品   

#１６産業廃棄物の再資源化量 

 

   
がれき類 

ばいじん 

汚泥 

 

鉱さい 

金属くず 

木くず 

その他 

 

再生利用量（補正前） 

 

がれき類 

 

４６,０４０ 

 

１１,０５５ 

 

１６,６４３ 

４５ 

４,７０８ 

 

８３５ 

 

１５,８３７ 
 

２４,３９４ 

１９４ 

８４６ 

 

７,５１７ 

  

１,３８３ 

 １,７０４ 

２０７ 

１１０ 

１ 

０ 

８３４ 

 

４０３ 

６５ 

８４ 

０ 
 

１３１ 

１９０ 

２５,５４１ 

 

９,３８５ 

４,９１４ 

１,４８８ 

５１７ 

２５１ 

１８７ 

５０ 

８２４ 

１４９ 

 

６,９９２ 

７８４ 

４. リサイクル・中間処理 

#１４　有価使用済物品 

    

古紙国内循環（廃棄物由来を除く） 

  

古紙消費量  

古紙輸入量　〈差し引く〉 

市町村等による紙の資源化量 
（一般廃棄物）　〈差し引く〉 

産業廃棄物の紙くず再生 
利用量　〈差し引く〉 

鉄スクラップ国内循環（廃棄物由来を除く） 

鉄スクラップ消費量  

鉄スクラップ輸入量　〈差し引く〉 

市町村等による金属類の資源化量 
（一般廃棄物）　〈差し引く〉 

産業廃棄物の金属くず 
再生利用量　〈差し引く〉 

非鉄金属スクラップ国内循環（廃棄物由来を除く）   

非鉄金属スクラップ消費量 

粗銅用 

粗鉛用 

電気亜鉛用 

蒸留亜鉛・清流亜鉛用 

 

 

伸銅製品用 

アルミニウム圧延製品用 

電線用 

はんだ等用 

市町村のアルミ缶再商 
品化量〈差し引く〉 

非鉄金属スクラップ輸入量〈差し引く〉 

#１８　輸出（再生資源）   

 

鉄鋼のくず  

古紙  

プラスチックのくず  

非鉄金属のくず  

非鉄金属（貴金属含む）スラグ・灰  

中古衣料等 

 　 
廃電池・蓄電池  

その他スラグ・灰（石炭灰を除く）  

廃タイヤ（中古＋ゴムくず） 

 

鉄鋼スラグ  

石炭灰（廃棄物） 

 

下記の合計。但し、#１８輸出再生資源の内「鉄鋼スラグ」 

「石炭灰（廃棄物）」は除く 

「古紙消費量」－「古紙輸入量」ー「市町村等による紙の資源化量」ー 

「産業廃棄物の紙くず再生利用量」 

古紙再生促進センター「２００９年版古紙統計年報」 

財務省貿易統計 

 

 

 

 

 

経済産業省「鉄鋼・非鉄金属・金属製品統計 」 

財務省貿易統計 

 

 

環境省「産業廃棄物の排出及び処理状況等 
（平成２１年度）について」 

非鉄金属スクラップ消費量－非鉄金属スクラップ輸入量 

経済産業省「鉄鋼・非鉄金属・金属製品統計年報」 

 

 

 

２５４t 

 

 

 

 

 

 

環境省「平成２１年度容器包装リサイクル法に基づく 
市町村の分別収集及び再商品化の実績について」 
 
財務省貿易統計 

下記の合計 

出典：財務省貿易統計（石炭灰以外）,環境省報道発表（石炭灰） 

 

 

 

 

 

概況品コード２１１「織物用繊維及びくず」のなかの 
「くず、中古衣料、ぼろ」 

 
ＨＳコード２６２１から下記の石炭灰（廃棄物）を差し引いた値 

概況品コード２０５「生ゴム」のなかの「ゴムくず」、 
概況品コード６０３「ゴム製品」のなかの「中古タイヤ」 

HSコード：２６１８，２６１９ 

環境省「廃棄物処理法に基づく廃棄物の輸出確認及び 
輸入許可（平成２１年）について」 

環境省「一般廃棄物の排出及び処理状況等（H２１年度 
実績）について」 

環境省「産業廃棄物の排出及び処理状況等（H２１年度 
実績）について」 

「鉄スクラップ消費量」－「鉄スクラップ輸入量」ー 

「一廃の金属類再資源化量」ー「産廃の金属類再生利用量」 

環境省「一般廃棄物の排出及び処理状況等（H２１年度）について」の「資源化 
量の品目別内訳」－「平成２１年度容器包装リサイクル法に基づく市町村の分別 
収集及び再商品化の実績について」の「アルミ缶再商品化」 

アルミニウムの原材料 
（アルミニウムのくず＋ 
銅及び銅の故又はくず） 

日本のマテリアルバランス ２００９　詳細と出典、定義等 

項　目 出典、定義　等 
数　量 
（千ｔ） 

#４　エネルギー消費   

 

 

#１のうち 
「石炭＋石油＋天然ガス・石油ガス」合計 

#２のうち「燃料資源」 

非エネルギー使用量〈差し引く〉 

#５　生産物   

#６　有価副産物   

スラグ（有価物）  

鉱さい（有価物＋産廃） 

鉱さい（産業廃棄物）〈差し引く〉 

黒液（製紙）利用量  

回収硫黄量 

  

回収硫酸量 
（回収硫黄分を除く） 

回収石こう量 

  

 

 

 

#７　産業廃棄物   

汚泥  

動物のふん尿  

がれき類  

鉱さい  

ばいじん  

金属くず  

その他  

#２２　産業廃棄物の水分（内数） 

汚泥の水分 

動物のふん尿の水分 

廃酸の水分 

廃アルカリの水分 

産業廃棄物の固形分（内数）  

#８　輸出   

生きた動物  

食料  

飲料・たばこ  

原材料  

鉱物性燃料  

動植物性油脂  

化学製品  

原料別製品  

一般機械・電気機器  

輸送用機械  

その他製品  

再生資源  

#９　国内出荷  

「化学石こう」から硫酸を使用して生産した分を差し引いた値。

「化学石こう」：平成２１年度４,６１５千ｔ（石こう関係統計指標（硫

酸協会））  

「中和石膏向け硫酸消費量」：平成２１年度５７７千ｔ（硫酸消費

状況表（硫酸協会）） 

項　目 出典、定義　等 
数　量 
（千ｔ） 

１,４６２,１７５ 

６５２,５６２ 

 

２０６,０８３ 

１６２,２９３ 

７６,８０１ 

１０５,４７１ 

５８,５０５ 

５ 

１６７ 

１６,０９７ 

１２,００１ 

１０,４７８ 

１,１１１ 

１５,３２０ 

３,３２６ 

 

 

 

 

４３,４０９ 

６０３,７１８ 

２４１,５１４ 

 

１８４,９２７ 

５３,９５４ 

２,６３３ 

１４６,８７９ 

 

１５２,７５３ 

４,７５２ 

２,６７９ 

７９２ 

１,２８１ 

３２６ 

３２６ 

０ 

０ 

１４７,６７５ 

１３２,３５０ 

９,１８９ 

３,１２２ 

２,８５６ 

１５８ 

 

９,９７１ 

５２,６０１ 

９,３４５ 

３,４８５ 

２,５１５ 

３２０ 

１２,３４４ 

３,４４１ 

３,２５７ 

２,５０８ 

７,８８１ 

４,８７２ 

１１２ 

２,３４１ 

１８０ 

 

 

 

２０５,８９５ 

 

財務省貿易統計 

 

 

 

概況品コード３０５「天然ガス及び製造ガス」 

 

 

 

「繊維くず、中古衣料、ぼろ」を除く 

 

 

概況品コード６０５０３０１「（ウッドチップ）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉱業法の対象品目 

 

経済産業省「平成２１年資源・エネルギー統計年報」 

同上 

（財）石炭エネルギーセンター 

鉱業法の対象品目 

経済産業省「平成２１年資源・エネルギー統計年報」 

同上 

同上（非公開なので０とする） 

鉱業法の対象品目　 

経済産業省「資源・エネルギー統計」 

同上 

同上 

同上 

経済産業省「平成１７年本邦鉱業の趨勢調査」（西暦末 
尾０年又は５年のみ調査） 

農林水産省「農林水産統計データ」 

農林水産省「平成２１年度食料需給表　確定値」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「粗糖」以外は含めず（輸入食品からの生産物と考える） 

含めず（輸入食料からの生産物と考える） 

含めず（輸入食料からの生産物と考える） 

含めず（輸入食料からの生産物と考える） 

「＃１５再生資源」から「＃１８輸出再生資源」を差し引く 

１．資源投入 

＃１　輸入資源 

（検算メモ：補正後第２分類） １５９,５３４  

石油   

石炭   

天然ガス・石油ガス   

鉄鉱石   

その他   

生きた動物  

繊維原料  

非金属鉱物  

非鉄金属鉱  

製紙用木材チップ 

動植物性油脂  

その他原料品  

再生資源  

  

 

 

 

食料   

#２　国内資源    

岩石   

 

砕骨材（道路用、コンクリート用等）  

石材  

工業用原料  

砂利 

   

燃料・鉱物　　 以下の合計 

燃料資源  以下の小計 

天然ガス 

原油 

石炭・亜炭 

金属鉱物  以下の小計 

金鉱 

鉛鉱 

亜鉛鉱 

非金属鉱物  以下の小計 

石灰石 

けい石 

ドロマイト 

けい砂 

その他（長石、カオリン、 
滑石の合計）

 

木材   

食料   

穀類 

いも類 

でんぷん 

豆類 

野菜 

果実 

肉類 

鶏卵 

牛乳及び乳製品 

魚介類 

海草類 

その他食料計 

砂糖類（粗糖のみ算入） 

油脂類 

みそ 

しょうゆ  

#３　再生資源（国内循環）   

採石法の対象品目。 
資源エネルギー庁資源・燃料部鉱物資源課「採石業者の 
業務の状況に関する報告書の集計結果　平成２１年版」 

砂利採取法の対象品目。  
経済産業省・国土交通省「平成２１年度砂利採取業務状況報告 
書集計表」 

概況品コード０１７０３「植物性油かす」、２０５「生ゴム」のうち「ゴム
くず」、２０９「パルプ及び古紙」のうち「古紙、古紙パルプ」、２１１「織
物用繊維及びくず」のうち「くず、中古衣料、ぼろ」、２１３「粗鉱物」
のうちスラグ（HS：２６１８，２６１９，２６２１）、２１５「金属鉱及びくず」の
うちくず及びスラグ・灰、５１５「プラスチック」のうち「プラスチック
のくず」、概況品コード７０３「電気機器」のなかの「一次電池又は
蓄電池のくず並びに使用済みの一次電池又は蓄電池」 

 

環境省「日本の廃棄物処理（H２１年度版）」 

項　目 出典、定義　等 
数　量 
（千ｔ） 

５６,５６４ 

１２,１０１ 

１５,６２７ 

１２,６９８ 

７,５１７ 

４,８４６ 

９７,３５９ 

３１５ 

 

 

８４,６３６ 

 

６７６ 

 

 

 

９,５０２ 

 

２０１,２９５ 

３１,８５２ 

 

１６９,４４３ 

ばいじん 

汚泥 

鉱さい 

金属くず 

木くず 

その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
#１７一般廃棄物（ごみ）の再資源化量 

 

#２０　中間処理減量  

 一般廃棄物（ごみ）処理減量 

  

産業廃棄物処理減量 

 

 

 

 

 

 

（社）日本下水道協会 資料 

 

 

環境省「産業廃棄物の排出及び処理状況等 
（平成２１年度）について」 

 

８９,５０６ 

８４,６３６ 

 
３１５ 

４,５５５ 

 

１８,６６３ 

５,０７２ 

 
１３,５９１ 

 

以下の合計 

環境省「産業廃棄物の排出及び処理状況等 
（平成２１年度）について」 

（社）日本下水道協会 資料 

 

 
以下の合計 

 

環境省「産業廃棄物の排出及び処理状況等 
（平成２１年度）について」 

下水汚泥の再生利用のう
ち農緑地利用量（発生時
の乾燥重量ベース） 
：土壌還元 　〈差し引く〉 

動植物性残渣の再生利
用量うち肥料へ再生使用
されている量（３６％） 
：土壌還元 　〈差し引く〉 

動物のふん尿の再生利用量 
：土壌還元 　〈差し引く〉 

動植物性残渣量の再生利用量：環境省「産業廃棄物の
排出及び処理状況等（平成２１年度実績）について」 
１,８７７千ｔ  
肥料割合：農水省「食品循環資源の再生利用等実態調
査結果の概要（平成１９年度結果）」 

環境省「一般廃棄物の排出及び処理状況等（H２１年度
実績）について」（Ｈ２３.３.４現在）における「総資源化量」 

５. 最終処分等 

#１９　土壌還元（堆肥化等）  

動物のふん尿の再生利用量 
 

下水汚泥の再生利用のうち農緑地利用量 

食品廃棄物の肥料化量 

 

#２１　最終処分 

一般廃棄物（ごみ）最終処分量 
 
産業廃棄物最終処分量 

環境省「日本の廃棄物処理（H２１年度版）」 

 

 

２４３,３１５ 

１６８,４２０ 

７０,５３０ 

２,５１７ 

１,８４８ 

 

 

再掲 

含水率９７％（想定）×排出量 

含水率８０％（想定）×排出量 

含水率９９％（想定）×排出量（２５４２） 

含水率９９％（想定）×排出量（１８６７） 

６. 水 

#２２　水分  

産業廃棄物の水分  

汚泥の水分 

動物のふん尿の水分 

廃酸の水分 

廃アルカリの水分 

項　目 出典、定義　等 
数　量 
（千ｔ） 

 

４６,７７８ 

１,２３１ 

１３,６８９ 

１９,１６８ 

５,７５４ 

１,３７８ 

５,５５８ 

７４０,４９８ 

６２４,４３４ 

７０,０２４ 

 

４６,２５２ 

２３,７７２ 

４６,０４０ 

３. 財消費 

#１０　輸入製品   

飲料・たばこ  

化学製品  

原料別製品  

一般機械・電気機器  

輸送用機械  

その他製品  

#１１　財消費   

#１２　国内蓄積  

#１３　一般廃棄物  

  

＊１ ごみ総排出量 

＊２ し尿等 

#１４　有価使用済物品  

 

財務省貿易統計 

 

プラスチックのくずを除く 

中古タイヤ、ウッドチップを除く 

 

 

概況品コード８「雑製品」、９「特殊取扱品」 

「#９国内出荷」と「#１０輸入製品」の合計 

 

 

 

 

比重１ 

 

環境省「日本の廃棄物処理（H２１年度版）」 

＃１輸入資源投入量のうち「石炭＋石油＋天然ガス・石油

ガス」計と＃２国内資源のうち「燃料資源」との合計から「非

エネルギー利用量」を差し引いた数値 

４１２,２８８ 

 

 
４４５,１７７ 

４,７５２ 

３７,６４１ 

８４８,６４７ 

５４,８０９ 

３１,８３６ 

４５,９４５ 

１４,１０９ 

１１,５２６ 

１,８３８ 

 

５,５７１ 

 

４,０３８ 

 

 

 

 

３８９,７４６ 

１７３,６２９ 

８８,１６２ 

５８,９２１ 

１４,１０９ 

１５,９２３ 

７,８３０ 

３１,１７２ 

２４３,３１５ 

１６８,４２０ 

７０,５３０ 

２,５１７ 

１,８４８ 

１４６,４３１ 

１５４,９２７ 

０ 

１,０００ 

８５ 

５,６２４ 

１９,４８８ 

５７ 

２５,１５５ 

５０,９３５ 

７,６７８ 

１６,９７５ 

２,３８９ 

２５,５４１ 

６９３,７２０ 

 

 

 
輸入資源分 

 

国内資源分 

経済産業省「エネルギーバランス表」における非エネルギー利用の値を原油換算 

 

 

鉱さい（有価物＋産廃）から鉱さい（産業廃棄物）を差し引いた値 

経済産業省「産業分類別の副産物（産業廃棄物・有価発生物） 
発生状況等に関する調査（H２１年度実績）」 

環境省「産業廃棄物の排出及び処理状況等（H２１年度実績）について」 

経済産業省「石油等消費動態統計月報」 

硫酸協会「硫酸と工業,平成２３年９月」の「平成２３年度の 
硫黄および硫酸需給の見通し（見直し）」 

硫酸協会「硫酸と工業,平成２３年９月」の「平成２３年度の 

硫黄および硫酸需給の見通し（見直し）」 

 

 

 

 

 

環境省「産業廃棄物の排出及び処理状況等（平成２１年度実績）について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

含水率９７％（想定）×排出量 

含水率８０％（想定）×排出量 

含水率９９％（想定）×排出量（２５４２） 

含水率９９％（想定）×排出量（１８６７） 

 

財務省貿易統計 

１８２t 

 

 

「再生資源」に含まれるものを除く（「#１８輸出再生資源」参照） 

 

 

プラスチックのくずを除く 

中古タイヤを除く 

 

 

概況品コード８「雑製品」、９「特殊取扱品」 

#１８輸出再生資源 

 

２. 財生産 

再生資源を除く 

環境省「産業廃棄物の排出及び処理状況等 
（平成２１年度）について」 

以下の合計 

日本のマテリアルバランス ２００９　１５ １４　日本のマテリアルバランス ２００９ 

農水省「平成１９年食品循環資源の再生利用等実態調査結果の 
概要」 
・上記の結果を「２１年度総発生量/１９年度総発生量」の値で拡大推計 

〈１,９３１〉 

〈４５８〉 

〈８６４〉 



（財）クリーン・ジャパン・センター 

〒105-0011 
東京都港区芝公園三丁目5番8号 機械振興会館 

電話　03-6430-9721 
FAX　03-3434-3533 
URL　http://www.cjc.or.jp


